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添乗労働に係る環境改善について（ご依頼） 
 
謹啓 時下ますますご隆盛のこととお慶び申し上げます。 
平素は当協会事業につきましては格別のご理解を賜りますと共に、協会の会員会社が多大なるご支援

を賜り厚く御礼申しあげます。 
さて、非正規社員の処遇が社会問題として取り上げられ始めてから久しくなりますが、当添乗サービ

ス業界の取り組みは遅々として進まないまま今日に至っております。 
厚生労働省労働基準局も相次ぐ各地方労基署からの指導・勧告報告を受け、現状に大いに問題有りと

の認識を持ち始めています。類似案件の申告が増え、「添乗労働は時間管理ができる」との勧告がこれ

以上拡大する前に、「原則事業場外のみなし労働であるが、国内日帰り添乗と大会行事に関わる添乗は

時間管理が可能である」との方向性を決め、昨年 6 月末に、JATA、サービス連合、TCSA 三者で厚生
労働省に伝えました。 
つきましては、目下企業に求められているコンプライアンス理念に鑑み、下記事項への真摯な対応を

お願い申しあげます。 
 

敬具 
記 

 
１、添乗労働の実時間管理について 
  JATA,サービス・ツーリズム産業労働組合連合会と共に確認合意した次の添乗 2形態については、可
及的速やかに実時間管理に基づく適正な派遣料金の支払いを実施願います。 
 （遅くとも平成 20年 10月 1日出発分からは全ての該当ツアーに適用をいただきたい） 

 
① 国内日帰り旅行 
 
② 大会行事、イベント等の旅程管理を伴わない業務 

 
２、添乗勤務中の添乗員の法定休憩時間の取得について 

JATA通達（日旅協 08－84号；20年 5月 8日付）にて既報のとおり、労働基準法の定めに則り、添
乗員がツアーに同行勤務中に休憩時間が取得できるように、貴社制定の添乗指示書等に具体的取得方法

について明示願います。 



尚、貴社募集パンフレット又は最終旅程表等への記載による旅行参加客への理解を求める件につきま

しても、徹底を願います。 
 
３、添乗労働に関するコンプライアンスの徹底について 
 JATA速報（19年度第 88号：19年 10月 24日付）にて既報のとおり、添乗労働時間について時間管
理を行うか、労働基準法に定める事業場外労働のみなし労働時間制を適用するか否かに拘らず、労働基

準監督署の指導に基づき、次の点について順守することを確認いたしました。 
つきましては、貴社におかれましても全ての添乗員同行ツアーにおいて再度徹底するようお願いしま

す。 
① 添乗中の深夜労働について、当概時間に添乗業務が発生した場合は、法定割増賃金又はそれに準

じる別手当を支給する。 
 ② 添乗に係る事前打合せ、終了後の精算業務については、一般的に事業場内労働であることから、

派遣先旅行会社による時間管理を行った上で、適正な時間給対価を支給する。 
尚、当該業務は派遣添乗員の就労日に当たることから、最低保証（概ね 2時間）を設定する。 

  
４、添乗員に関する安全管理配慮及び個人情報の保護について 
  業界が直面している課題として、バス走行中の急ブレーキによる添乗員の事故多発及び添乗員の個

人情報提供による旅客からのストーカー行為等の発生が挙げられます。昨年秋に早急な改善策を講じ

ていただくよう依頼いたしましたが、未だ一部の旅行において是正が為されていない事例があること

から、改めて改善への取り組み願います。 
  
① 添乗員に対する安全管理の配慮 

  国内外を問わず、添乗員に対してシートベルトが着用できる正シートの割り当てを行うと共に、走

行中移動して、販売、集金等をせざるを得ないような過度の物品販売及び試供品の携行等の自粛 
 （平成 20年 6月１日から施行の改正道路交通法にて大型バス走行中は全員シートベルト着用義務化） 
 
 ② 旅行参加客及び添乗員自身の個人情報保護 
  添乗員に携行を指示する旅行参加客の情報類は、当概旅行に必要最小限に留め、紛失・漏洩等への

防止策を講じると共に、添乗員自身の個人情報についても旅行参加客に公開することなく、保護に関

しては予め派遣先、派遣元間で取り決めを明示した契約書又は覚書を交わす。 
 
添付書類 
１）JATA通達（日旅協 08－84号：平成 20年 5月 8日付） 
２）JATA速報（19年度第 88号：平成 19年 10月 24日付） 
３）添乗労働実時間管理のための「実施要領」（別紙①） 
４）添乗労働実時間管理のための「TCSAルール」（別紙②） 

 
以上 

 
 











≪別紙１≫ 
 

 実 施 要 領  
  
１ 添乗労働実時間管理実施旅行形態 
１）国内日帰り旅行全般 
 別紙２「添乗労働実時間算定ルール」に基づき、派遣先旅行会社において時間管理をしていただきま

す。具体的なチェックシステム（業務終了報告書等）につきましては、別途打合せをさせていただき

ます。 
  
２）大会行事、イベントなどの旅程管理を伴わない業務 
 添乗派遣のカテゴリーと捉えず、一般事務派遣と同様の扱いとさせていただきます。 
  
 
２ 実時間管理開始期日 
可及的速やかに実施することとする。（遅くとも平成 20年 10月 1日出発分からは全て適用） 

 
３ 実施方 
１）当概ツアーに派遣された添乗員が、「添乗労働実時間算定ルール」に基づき実際に添乗中に稼動し

た実時間を所定の添乗業務終了報告書に記入し、添乗精算時に派遣先旅行会社及び派遣元に提出す

る。 
 
２）派遣先旅行会社は、提出された報告書の内容に誤りが無いかチェックをし、記載内容確認後捺印し、

派遣会社に返却する。 
 
３）派遣元は、返却された報告書に基づき、添乗労働実時間に所定の添乗派遣時間料金を乗じて総額を

派遣先に請求する。 
 
４）適用する時間給については、派遣料金の世間相場を見極めて派遣先、派遣元の当事者間において協

議の上決定するが、添乗員本人に支給する時間給は、首都圏においては 1,000円を下回らないこと
とする。更に恒常的に長時間労働となる旅程については、今後可能な限り短縮化を検討する。 

 
５）その他については、派遣先、派遣元の個々の契約内容に準じる。 
 
 
 
 
 
 

以上 



≪別紙２≫ 
 

添乗労働実時間管理のための TCSAルール 
 
 
＊派遣先旅行会社より終業時間について特別な指揮命令が無い場合は、次の通り規定する。 
 
Ⅰ 国内日帰り旅行 
１、起算時間 
出発時間、利用交通機関に拘らず、最初の出発地における旅行客集合時間の 30 分前を添乗労働起算

時間とする。 
２、移動時間 
旅行客帯同の交通機関又は徒歩による移動時間は全て添乗労働時間に参入する。 
３、観光、視察等の同行時間 
全て添乗労働時間に参入する。 

４、待機時間 
自由行動、会議等の添乗中の待機時間は、確認連絡事項なども伴うことから「手待ち労働時間」と位

置づけ、全て添乗労働時間に参入する。 
５、終了時間 
最終帰着場所到着の後、旅行客解散時間後の 15分後とする。 

 
＊したがって、国内日帰り旅行の添乗については、特別の事情が無い限り、出発時の旅行客集合時間

30分前から、最終帰着地旅行客解散時間 15分後までの全てが添乗労働時間となる。 
法定の休憩時間については、当面昼食時間、旅行客トイレ休憩時間等を合算して 1時間取得したも
のとみなすが、旅行参加客に対して添乗中の法定休憩時間の取得についての啓蒙を図っていく。 

 
Ⅱ 国内大会行事・イベント等の旅程管理を伴わない業務 

添乗労働との解釈でなく、一般事務派遣と同様の取扱とする。 
派遣先旅行会社、イベント実施団体等から命ぜられた始業時間、終了時間に基づき、所定の休憩時

間を取得の上、実際に労働した時間に対して契約で定められた派遣時間給を請求する。 
 
＊上記Ⅰ及びⅡのいずれの場合でも、深夜・早朝労働業務が発生した場合は、個々の派遣先旅行会社

と取り決めを行った条件に基づき、深夜労働割増賃金(別手当)を請求する。 
 

以上 
 




